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『明治維新観の研究』

本
書
は
、
明
治
期
を
中
心
に
し
て
、
い
か
な
る
維
新
観
が
そ
こ
に
存
在
し
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
変
遷
を
者
け
て
「
天
皇
制
維
新
観
」
と
で
も
い
う
べ

き
支
配
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
の
か
、
と
い
う
問
題
を
主
要
な
課
題
と
し
て
い
る
(
「
序
章
明
治
維
新
観
研
究
の
課
題
と
方
法
」
〉
。

こ
こ
に
「
維
新
観
」
と
は
、
必
ず
し
も
厳
密
で
学
問
的
な
意
味
で
の
維
新
研
究
に
お
け
る
維
新
史
論
で
は
な
く
、
よ
り
広
義
で
一
般
的
な
見
方
を
い
う
。

著
者
は
、
近
代
天
皇
制
の
創
出
・
形
成
期

(
i明
治
一

0
年
代
)
、
確
立
期
(
明
治
二
二
年
1
日
清
戦
争
と
そ
の
戦
後
経
営
期
)
、
完
成
期
(
明
治
四

0
年

代
)
に
お
け
る
各
維
新
観
を
検
討
の
対
象
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
章
を
あ
て
て
い
る
。
「
あ
と
が
き
」
で
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
本
書
は
、
明
治
維

新
を
通
し
て
み
た
「
近
代
天
皇
制
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
形
成
史
」
と
も
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
大
久
保
利
謙
氏
の
研
究
を
基
礎
に
そ
れ
を
発
展
さ
せ
よ
う
と
す
る

著
者
の
意
図
を
十
分
に
裏
づ
け
る
厚
み
を
も
っ
た
内
容
で
あ
る
。

以
下
、
本
書
の
展
開
の
あ
と
を
た
ど
っ
て
み
よ
う
。

「
序
章
明
治
維
新
観
研
究
の
課
題
と
方
法
」
に
つ
づ
い
て
、
「
第
一
章
『
一
新
』
と
『
御
一
新
』
」
で
は
、
「
下
か
ら
」
の
維
新
観
と
「
上
か
ら
」

の
維
新
観
が
と
り
あ
げ
ら
れ
る
。
「
下
か
ら
」
の
維
新
観
と
は
「
民
衆
ま
た
は
民
衆
に
近
い
立
場
に
立
ち
、
下
層
な
い
し
弱
者
へ
注
意
、
深
く
配
慮
し
た
」

儒
教
的
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
を
基
調
と
し
た
論
で
、
小
洲
処
土
の
『
復
古
論
』
(
慶
応
四
年
)
や
江
戸
小
石
川
の
捨
訴
(
慶
応
二
年
)
、
あ
る
い
は
菅
野
八
郎

な
ど
が
例
示
さ
れ
る
。
「
上
か
ら
」
の
維
新
観
と
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
「
王
政
復
古
の
大
号
令
」
を
典
型
と
す
る
「
王
政
復
古
」
論
で
、
こ
こ
で
は
長

崎
裁
判
所
の
「
御
諭
書
」
が
分
析
さ
れ
る
。
こ
の
二
つ
の
維
新
観
は
変
革
過
程
そ
の
も
の
の
な
か
に
共
存
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
次
章
以
下
に
お
い
て
、
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こ
れ
が
い
か
な
る
形
で
展
開
し
、
交
錯
し
、
ど
の
よ
う
に
し
て
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
し
て
の
「
天
皇
制
維
新
観
」
が
形
成
さ
れ
て
い
く
の
か
が
示
さ
れ
る
。

「
第
二
章
明
治
啓
蒙
主
義
の
維
新
観
」
で
は
、
神
武
創
業
な
い
し
天
皇
親
政
の
伝
統
回
帰
に
維
新
政
権
の
正
統
性
の
歴
史
的
根
拠
を
求
め
る
「
王
政

復
古
」
維
新
観
の
不
十
分
さ
を
補
完
す
る
も
の
と
し
て
登
場
し
た
明
治
啓
蒙
主
義
が
姐
上
に
の
せ
ら
れ
る
。
維
新
変
革
を
遂
行
し
た
政
府
の

w
進
歩
μ

的

側
面
を
思
想
的
に
担
っ
た
明
治
啓
蒙
主
義
(
明
六
社
同
人
)
に
お
け
る
「
自
由
ノ
精
神
」
、
「
歴
史
の
法
則
認
識
」
、
「
権
力
へ
の
楽
観
」
が
順
次
に
考
察
さ

れ
る
。
そ
し
て
著
者
は
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。
「
王
政
復
古
」
維
新
観
と
明
治
啓
蒙
主
義
の
維
新
観
は
権
力
の
正
統
性
根
拠
に
つ
い
て
は
対
際
的
に

み
え
る
が
、
新
政
権
の
「
全
面
的
肯
定
と
い
う
も
っ
と
も
基
本
的
な
点
で
は
共
通
し
、
両
者
は
実
は
明
治
政
府
の
正
統
性
H
正
当
化
の
楯
の
両
面
を
な
し

て
い
た
の
で
あ
る
」
。
し
か
し
、
「
人
民
」
の
「
自
由
ノ
精
神
」
、
そ
れ
を
基
礎
に
し
た
「
輿
論
」
や
「
人
心
」
に
よ
る
歴
史
の

n
進
歩
u

の
法
則
性
や
、

世
界
的
普
遍
性
の
な
か
で
維
新
を
と
ら
え
よ
う
と
す
る
認
識
は
、
「
ま
さ
に
鬼
子
と
し
て
の
自
由
民
権
派
の
維
新
観
を
生
み
落
し
、
新
た
な
展
開
を
示
し

て
い
く
」
。

「
第
三
章
自
由
民
権
派
の
維
新
観
」
に
お
い
て
は
、
「
御
一
新
」
の
進
展
と
と
も
に
、
民
衆
が
「
薩
長
は
徳
川
氏
に
劣
り
、
王
政
は
幕
政
に
し
か

ず
」
と
の
批
判
を
強
め
て
い
っ
た
こ
と
、
明
治
六
年
の
壱
岐
島
「
犬
狩
」
騒
動
は
、
そ
の
「
世
直
し
」
指
向
と
は
異
な
る
維
新
の
実
態
を
見
抜
い
た
民
衆

が
、
被
治
者
と
し
て
の
客
体
か
ら
政
治
の
主
体
へ
の
自
覚
と
み
ず
か
ら
の
抵
抗
の
論
理
を
打
ち
出
し
は
じ
め
た
こ
と
を
意
味
す
る
こ
と
、
そ
れ
は
全
国
的

に
は
、
「
血
税
」
一
挨
や
徴
兵
忌
避
、
地
租
改
正
・
学
制
反
対
一
授
と
し
て
展
開
し
た
こ
と
、
そ
し
て
こ
れ
ら
を
背
景
に
、
「
自
由
」
と
「
民
権
」
の
思

想
が
民
選
議
院
開
設
の
要
求
と
重
な
っ
た
と
き
、
自
由
民
権
運
動
の
奔
流
と
な
っ
た
こ
と
が
、
ま
ず
示
さ
れ
る
。

つ
い
で
著
者
は
、
民
権
派
の
維
新
観
の
諸
特
徴
を
抽
出
す
る
。
維
新
の
指
向
と
民
権
運
動
の
そ
れ
と
を
基
本
的
に
一
致
し
た
か
た
ち
で
と
ら
え
て
い
る

こ
と
、
と
同
時
に
維
新
の
内
実
を
問
い
つ
め
、
そ
れ
を
克
服
す
べ
き
存
在
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
(
「
明
治
第
一
の
変
革
」
か
ら
「
明
治
第
二
の
変
革
」

へ
、
「
独
裁
の
政
体
」
か
ら
「
立
憲
の
政
体
」
へ
〉
、
維
新
の
内
実
の
批
判
は
明
治
政
府
H
専
制
政
府
観
と
不
即
不
離
の
関
係
に
あ
る
こ
と
、
「
今
日
の
守

旧
者
」
(
「
前
日
の
改
進
者
」
〉
に
代
わ
る
新
た
な
「
改
進
者
」
が
要
請
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
最
大
の
特
徴
と
し
て
、
改
進
日
進
歩
の
歴
史
法
則
を

認
識
し
、
第
二
の
維
新
を
必
然
的
と
す
る
変
革
の
論
理
を
基
調
と
し
て
い
る
こ
と
、
な
ど
で
あ
る
。
こ
の
第
二
維
新
論
は
、
民
友
社
を
中
心
と
し
た
平
民

主
義
に
よ
っ
て
引
き
継
が
れ
る
こ
と
に
な
る
。

「
第
四
章
『
王
政
復
古
』
維
新
史
の
編
纂
と
そ
の
維
新
銀
」
で
は
、
太
政
官
系
の
『
復
古
記
』
(
明
治
二
二
年
完
成
〉
や
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
史
学
、
宮

内
省
系
の
『
大
政
紀
要
』
が
中
心
的
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
。
「
王
政
復
士
口
」
維
新
観
は
権
力
に
よ
る
最
も
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
維
新
観
で
あ
る
が
、
そ
の

う
ち
で
『
復
古
記
』
は
「
六
国
史
編
纂
の
発
想
の
系
譜
」
に
あ
り
、
「
復
古
」
を
標
傍
し
た
「
自
己
確
認
の
記
録
」
で
あ
る
こ
と
、
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
史
学
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は
維
新
を
事
実
と
し
て
「
肯
定
的
」
に
前
提
し
、
史
料
収
集
、
考
証
を
主
と
し
「
禁
欲
」
と
い
う
た
て
ま
え
で
維
新
や
「
現
代
」
批
判
を
放
棄
し
た
こ
と
、

他
方
、
『
大
政
紀
要
』
は
民
権
運
動
へ
の
激
し
い
政
治
的
反
感
を
表
出
し
、
「
復
古
」
の
み
で
は
権
力
の
正
統
性
を
根
拠
守
つ
け
る
の
に
不
十
分
で
あ
る
が

故
に
、
自
ら
を
「
漸
進
保
守
」
と
位
置
づ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
伝
統
を
踏
ま
え
た
歴
史
の
進
歩
の
担
い
手
」
で
あ
る
こ
と
を
表
明
し
て
い
る
こ
と
、
が

指
摘
さ
れ
る
。
『
復
古
記
』
と
『
大
政
紀
要
』
に
み
る
こ
の
二
つ
の
側
面
が
展
開
さ
れ
て
、
そ
の
後
の
体
制
的
維
新
観
を
形
成
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

「
第
五
章
明
治
天
皇
制
確
立
期
の
維
新
観
」
で
、
著
者
は
ま
ず
、
明
治
二

O
年
前
後
が
「
時
代
の
転
機
」
で
あ
り
、
新
た
な
未
来
へ
の
展
望
を
求
め

て
、
近
代
白
木
の
出
発
点
た
る
明
治
維
新
の
意
味
が
改
め
て
問
わ
れ
た
時
期
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
そ
し
て
、
徳
富
蘇
峰
、
人
見
一
太
郎
、
竹
越
三

叉
ら
民
友
社
同
人
の
維
新
観
を
と
り
あ
げ
る
。

蘇
峰
は
維
新
を
世
界
史
の
必
然
的
な
法
則
性
|
l
i

「
貴
族
社
会
」
か
ら
「
平
民
社
会
」
へ

i
ー
に
お
い
て
と
ら
え
る
と
と
も
に
、
「
改
革
の
目
的
は
、

社
会
の
秩
序
を
転
覆
す
る
に
あ
ら
ず
、
之
を
整
頓
す
る
に
あ
る
な
り
」
と
、
維
新
の
発
展
線
上
に
現
代
社
会
を
直
結
し
、
き
わ
め
て
楽
観
的
な
社
会
観
を

表
出
す
る
。
彼
の
「
田
舎
紳
士
」
は
「
新
日
本
の
新
人
民
」
で
あ
り
、
維
新
は
司
土
族
」
か
ら
「
田
舎
紳
士
」
へ
の
政
治
社
会
基
盤
の
転
換
の
起
点
で
あ

っ
た
。
「
維
新
の
大
業
半
ば
荒
廃
し
、
更
に
第
二
の
維
新
を
要
す
る
の
時
節
は
迫
り
ぬ
」
と
し
て
「
第
二
の
吉
田
松
陰
」
の
出
現
を
要
望
し
た
の
が
蘇
峰

で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
「
第
一
の
維
新
は
死
せ
り
」
と
し
て
「
第
二
の
維
新
」
の
必
然
性
を
論
じ
た
の
が
人
見
で
あ
る
。
「
半
ば
荒
廃
」
か
「
死
」
か
の

評
価
の
相
違
が
、
の
ち
に
楽
観
論
の
蘇
峰
の
「
転
向
」
に
つ
な
が
り
、
ま
た
「
ユ
1
ゴ
l
的
ユ
マ
ニ
テ
の
思
想
」
の
持
主
・
人
見
と
の
訣
別
の
一
因
と
さ

れ
る
。
つ
い
で
「
勤
王
は
革
命
の
原
因
に
あ
ら
ず
、
其
結
果
也
」
と
す
る
竹
越
の
維
新
観
H

「
乱
世
的
革
命
論
」
が
吟
味
さ
れ
、
そ
れ
は
「
平
民
主
義
の

維
新
観
の
な
か
で
も
際
立
っ
た
分
析
を
示
し
、
と
り
わ
け
維
新
の
動
因
に
つ
い
て
は
司
王
政
復
古
』
維
新
観
と
も
っ
と
も
対
立
的
、
批
判
的
な
立
場
に
立

っ
て
い
た
」
と
評
価
さ
れ
る
。

日
清
戦
争
は
院
内
政
党
化
し
つ
つ
あ
っ
た
民
党
と
政
府
と
の
野
合
を
も
た
ら
し
、
民
党
の
行
動
を
背
後
で
支
え
て
い
た
平
民
主
義
的
維
新
観
に
も
決
定

的
転
換
を
う
な
が
し
た
。
平
民
主
義
も
国
粋
主
義
(
国
民
主
義
)
も
、
当
時
の
諸
思
潮
は
お
し
な
べ
て
日
清
戦
争
を
第
二
な
い
し
は
第
三
の
維
新
と
し
、

帝
国
主
義
的
指
向
に
急
旋
回
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
述
べ
き
た
っ
た
著
者
は
、
「
王
政
復
古
」
維
新
観
に
対
抗
し
て
き
た
「
下
か
ら
」
の
維
新
観
、
明
治
啓
蒙
主
義
の
維
新
観
、
自
由
民
権

派
の
維
新
観
、
平
民
主
義
的
維
新
観
を
、
「
維
新
の
未
発
の
可
能
性
」
に
お
い
て
と
ら
え
、
そ
れ
ら
は
「
維
新
の
コ

l
ス
の
別
の
可
能
性
の
表
象
」
で
あ
っ

た
こ
と
、
そ
し
て
ま
た
、
日
清
戦
争
が
、
こ
う
し
た
維
新
の
未
発
の
可
能
性
を
天
皇
制
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
吸
い
上
げ
て
し
ま
い
、
か
く
て
日
本
帝
国
主
義

の
成
立
と
と
も
に
"
も
う
一
つ
の
維
新
μ

の
幕
は
閉
ざ
さ
れ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
近
代
天
皇
制
は
、
こ
の
明
治
維
新
の
斗
正
」
の
側
面
u

と

n
「負」
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の
側
面
u

を
統
一
的
に
止
揚
し
て
い
っ
た
が
、
そ
の
完
成
過
程
に
照
応
し
た
維
新
観
を
、
著
者
は
さ
ら
に
問
題
に
し
て
い
く
。

「
第
六
章
佐
幕
派
の
維
新
観
」
で
は
、
明
治
二

O
年
ご
ろ
か
ら
刊
行
さ
れ
は
じ
め
、
コ
一

0
年
代
か
ら
四

0
年
代
前
半
に
か
け
て
相
つ
ぎ
、
大
正
初
年

へ
と
尾
を
引
く
佐
幕
派
維
新
観
の
著
述
が
検
討
さ
れ
る
。
明
治
政
権
の
確
立
、
旧
幕
勢
力
の
敗
北
が
決
定
的
事
実
と
な
っ
た
時
点
で
、
旧
幕
府
的
立
場
か

ら
維
新
の
意
味
が
改
め
て
問
わ
れ
は
じ
め
た
の
で
あ
る
。
著
者
は
こ
の
維
新
観
を
付
江
戸
懐
旧
〈
再
評
価
)
型
、

H
H
幕
府
衰
亡
(
主
流
)
型
、
国
雪
賓
勤

王
型
の
三
つ
の
パ
タ
ー
ン
に
分
類
す
る
。
ハ
門
に
は
、
『
江
戸
会
誌
』
、
『
旧
幕
府
』
、
『
同
方
会
報
告
』
『
同
方
会
誌
』
な
ど
が
、
同
に
は
、
福
地
桜
痴
の

『
幕
府
衰
亡
論
』
、
『
懐
往
事
談
』
、
『
幕
末
政
治
家
』
な
ど
が
、
さ
ら
に
同
に
は
、
島
田
三
郎
『
開
国
始
末
井
伊
大
老
伝
』
、
北
原
雅
長
『
守
護
職
小
史
』
・

『
七
年
史
』
、
山
川
浩
『
京
都
守
護
職
始
末
』
、
中
村
勝
麻
呂
『
井
伊
大
老
と
開
港
』
、
渋
沢
栄
一
一
編
『
徳
川
慶
喜
公
伝
』
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
著
者
は
、

「
最
後
の
将
軍
徳
川
慶
喜
が
長
い
『
空
白
』
の
の
ち
最
高
の
爵
位
を
授
け
ら
れ
た
(
明
治
三
五
年
l
引
用
者
)
あ
た
り
が
、
佐
幕
派
維
新
観
の
ひ
と
つ
の

曲
が
り
角
だ
っ
た
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
は
旧
幕
府
に
も
佐
幕
派
に
も
『
勤
王
』
の
主
張
は
公
然
と
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
意
味

す
る
。
佐
幕
派
維
新
観
の
『
勤
王
』
解
禁
だ
が
、
そ
れ
は
:
:
:
佐
幕
派
維
新
観
が
次
章
に
み
る
完
成
期
の
天
皇
制
維
新
観
に
包
み
込
ま
れ
、
そ
の
一
要
素

た
ら
し
め
ら
れ
た
こ
と
を
物
語
る
」
と
す
る
。

「
第
七
章
天
皇
制
完
成
期
の
維
新
観
」
に
お
い
て
、
著
者
は
ま
ず
、
明
治
二
二
年
に
結
成
さ
れ
た
史
談
会
〈
旧
大
名
家
の
連
合
に
よ
る
幕
末
維
新
史

の
調
査
団
体
)
を
と
り
あ
げ
る
。
旧
大
名
家
の
、
維
新
に
お
け
る
役
割
の
過
小
評
価
に
た
い
す
る
不
満
も
背
後
に
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
史
談
会
の
分
析
を

つ
う
じ
て
、
「
旧
藩
」
(
旧
大
名
家
)
と
「
藩
閥
」
(
旧
家
臣
)
と
の
「
対
立
」
が
近
代
天
皇
制
の
一
定
の
枠
内
の
も
の
で
あ
っ
た
の
で
、
史
談
会
の
維

新
観
も
し
だ
い
に
天
皇
制
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
吸
収
さ
れ
、
後
に
の
ベ
る
「
天
皇
制
維
新
観
」
を
支
え
る
役
割
を
果
た
し
は
じ
め
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。

つ
い
で
『
防
長
田
天
史
』
と
そ
の
編
纂
者
末
松
謙
澄
を
分
析
の
対
象
と
し
た
著
者
は
、
そ
の
特
質
を
、
叙
述
の
客
観
性
、
史
料
主
義
的
叙
述
、
防
長
二

州
の
維
新
の
歴
史
を
通
し
て
明
治
維
新
を
ト
ー
タ
ル
に
と
ら
え
よ
う
と
し
た
総
合
性
、
筒
潔
で
張
り
の
あ
る
文
体
な
ど
に
求
め
、
最
後
に
『
防
長
田
天

史
』
の
維
新
研
究
史
上
の
位
置
に
つ
い
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
る
。
謙
澄
は
、
そ
の
学
識
と
文
才
に
よ
っ
て
、
「
藩
閥
の
一
方
の
雄
長
州
の
役
割
を
明
治

維
新
の
な
か
に
見
事
に
位
置
づ
け
」
、
こ
の
書
を
維
新
史
研
究
に
不
可
欠
の
文
献
と
し
た
。
だ
が
、
こ
の
書
が
、
「
明
治
三

0
年
代
か
ら
四

0
年
代
前
半

の
明
治
天
皇
制
の
完
成
期
と
も
い
う
べ
き
時
期
に
、
こ
の
明
治
天
皇
制
の
創
出
者
の
一
人
伊
藤
博
文
の
女
婿
た
る
謙
澄
の
手
で
執
筆
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

以
上
、
そ
れ
が
後
述
す
る
天
皇
制
維
新
観
の
枠
組
の
外
に
あ
ろ
う
は
ず
は
な
い
」
。
謙
澄
自
身
閣
僚
体
験
を
も
っ
支
配
者
の
一
員
で
あ
り
、
そ
の
視
角
が

「
史
料
選
択
」
や
「
視
野
の
範
囲
」
を
限
定
せ
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
こ
の
章
を
し
め
く
く
る
最
後
の
節
「
天
皇
制
維
新
観
の
成
立
」
に
お
い
て
、
著
者
は
大
隈
重
信
撰
『
開
国
五
十
年
史
』
、
同
著
『
国
民
読
本
』



『明治維新観の研到

を
解
剖
す
る
。
『
開
国
五
十
年
史
』
の
維
新
観
を
「
天
皇
制
維
新
観
」
(
帝
国
主
義
国
家
と
し
て
の
近
代
天
皇
制
に
ふ
さ
わ
し
い
維
新
観
〉
の
一
典
型
と

す
る
著
者
は
、
そ
の
特
徴
を
以
下
の
よ
う
に
抽
出
す
る
。
付
近
代
天
皇
制
の
起
点
を
開
国
に
求
め
、
そ
の
延
長
線
上
に
現
代
の
日
本
を
お
き
、
「
世
界
的

邦
国
」
と
し
て
の
「
文
明
的
存
在
」
を
主
張
し
て
い
る
こ
と
、
向
こ
の
「
文
明
的
存
在
」
は
、
ア
ジ
ア
に
お
い
て
は
、
文
明
論
的
に
粉
飾
さ
れ
た
帝
国
主

義
国
家
と
し
て
現
わ
れ
、
そ
の
帝
国
主
義
的
侵
略
は
朝
鮮
・
中
国
に
た
い
す
る
欧
米
文
明
へ
の
誘
導
と
し
て
合
理
化
さ
れ
る
こ
と
、
伺
こ
の
維
新
観
は
、

「
王
政
復
古
」
維
新
銀
に
お
け
る
「
国
体
論
」
を
民
族
的
特
質
に
包
摂
し
て
肯
定
し
て
い
る
こ
と
、
伺
こ
の
書
の
構
成
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
挙
国
体
制

的
な
形
を
と
り
、
一
視
同
仁
、
公
平
の
外
観
を
示
し
て
い
る
こ
と
、
回
日
本
歴
史
に
お
け
る
「
革
命
」
を
否
定
し
、
「
階
級
の
調
和
」
を
強
調
し
て
い
る

こ
と
、
な
ど
で
あ
る
。
「
こ
の
天
皇
制
維
新
観
は
、
も
は
や
た
ん
な
る
『
王
政
復
古
』
維
新
観
で
も
な
け
れ
ば
、
た
ん
な
る
勤
王
史
観
で
も
な
い
。
旧
幕

府
や
佐
幕
派
の
維
新
観
と
も
対
立
す
る
こ
と
は
な
い
し
、
雄
藩
中
心
の
藩
閥
史
観
も
包
摂
可
能
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
何
よ
り
も
帝
国
主
義
時
代
に
突

入
し
た
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
的
発
展
で
色
揚
げ
さ
れ
、
し
か
も
そ
こ
で
は
国
体
論
は
一
段
と
強
調
さ
れ
て
い
る
」
。
明
治
維
新
の
基
調
を
五
か
条
の
誓
文
と
震
翰

に
お
い
て
と
ら
え
た
『
国
民
読
本
』
も
、
立
憲
政
体
を
国
体
論
の
な
か
に
包
摂
し
、
「
国
民
の
道
徳
」
を
「
国
体
の
精
華
」
と
結
合
し
、
そ
の
大
衆
化
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

著
者
は
、
「
維
新
史
料
編
纂
会
の
成
立
」
に
つ
い
て
も
ふ
れ
て
い
る
。
明
治
四
四
年
、
勅
令
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
維
新
史
料
編
纂
会
(
文
部
省
の
所

管
)
は
、
前
年
、
薩
・
長
・
土
以
下
の
維
新
の
功
臣
を
中
心
に
組
織
さ
れ
た
彰
明
会
を
母
体
と
し
て
い
た
。
維
新
史
料
編
纂
会
の
設
置
ハ
H
官
制
化
〉
は
、

藩
開
中
心
の
維
新
史
料
の
編
纂
が
「
公
平
」
を
名
と
し
て
維
新
の
内
実
を
規
定
す
る
こ
と
を
意
味
し
た
。
「
維
新
史
料
編
纂
会
の
官
制
化
が
、
明
治
維
新

の
勝
者
の
上
に
立
つ
天
皇
制
の
園
内
的
な
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
権
威
化
と
す
れ
ば
、
『
開
国
五
十
年
史
』
の
維
新
観
は
、
天
皇
制
を
『
文
明
的
存
在
』
と

し
て
国
際
的
に
位
置
づ
け
る
役
割
を
果
た
す
と
い
え
よ
う
」
。

「
終
章
大
正
・
昭
和
期
の
維
新
観
へ
の
展
望
」
は
、
本
書
の
む
す
び
に
位
置
す
る
。
著
者
は
、
近
代
天
皇
制
の
完
成
期
に
お
け
る
天
皇
制
維
新
観
の

成
立
、
そ
の
枠
組
を
突
き
破
る
維
新
観
の
芽
生
え
(
石
川
旭
山
、
田
岡
嶺
雲
〉
に
ふ
れ
た
の
ち
、
大
正
期
に
お
け
る
「
民
本
主
義
」
的
維
新
観
を
代
表
す

る
尾
佐
竹
猛
、
明
治
末
か
ら
大
正
に
か
け
て
刊
行
さ
れ
た
『
幕
末
外
国
関
係
文
書
』
、
『
史
籍
雑
纂
』
、
『
日
本
史
籍
協
会
叢
書
』
、
天
皇
制
維
新
観
を
補
完

・
強
化
す
る
国
家
主
義
的
維
新
史
ハ
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
維
新
史
の
主
流
、
井
野
辺
茂
、
藤
井
甚
太
郎
な
ど
〉
、
画
期
的
維
新
観
の
登
場
|
|
『
解
放
』
の
特

集
「
明
治
維
新
の
新
研
究
」
(
堺
枯
川
な
ど
)
に
言
及
す
る
。
昭
和
に
は
い
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
維
新
観
を
克
服
し
、
天
皇
制
維
新
観
と
対

決
す
る
維
新
観
を
明
確
に
意
識
し
て
打
ち
出
し
た
羽
仁
五
郎
の
「
清
算
明
治
維
新
史
研
究
」
・
「
明
治
維
新
解
釈
の
変
遷
」
、
そ
し
て
マ
ル
ク
ス
主
義
維
新

観
の
確
立
H

『
日
本
資
本
主
義
発
達
史
講
座
』
の
刊
行
と
労
農
派
と
の
日
本
資
本
主
義
論
争
が
あ
る
。
こ
の
論
争
に
よ
っ
て
明
治
維
新
史
研
究
の
科
学
的

彰81-田中
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基
礎
が
つ
く
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
時
期
は
ま
た
、
皇
国
史
観
維
新
論
の
横
行
す
る
時
期
で
も
あ
っ
た
。
昭
和
初
年
は
、

H

左
u

と

n
右
u

の
維
新
鋭

を
両
翼
に
し
て
「
維
新
ブ
l
ム
」
の
な
か
に
あ
っ
た
。
「
昭
和
初
期
の
維
新
観
は
一
一
一
つ
の
方
向
を
も
っ
て
い
た
。
そ
の
第
一
は
『
維
新
も
の
』
ブ
l
ム
の

な
か
に
反
映
し
た
民
衆
一
般
の
維
新
観
で
あ
り
、
第
二
は

n
左
u

の
科
学
的
維
新
観
で
あ
り
、
第
三
は
こ
の
H

左
M

の
対
極
に
あ
っ
た
右
翼
的
『
昭
和
維

新
』
の
維
新
観
で
あ
っ
た
」
。
フ
ァ
シ
ズ
ム
化
は
H

左
“
の
科
学
的
維
新
観
を
押
し
つ
ぶ
し
、

H

右
u

の
「
昭
和
維
新
観
」
が
「
大
東
亜
共
栄
圏
」
思
想

と
重
ね
合
わ
さ
れ
て
展
開
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

著
者
は
最
後
に
、
明
治
維
新
観
の
変
遷
を
み
る
こ
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
の
思
潮
、
民
心
の
動
向
を
探
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
は
、
実
は
各
時

代
の
歴
史
的
意
義
を
問
う
こ
と
で
あ
る
、
と
述
べ
、

E
・
H
・
ヵ
ー
の
こ
と
ば
を
引
用
し
つ
つ
、
ま
さ
に
明
治
維
新
観
こ
そ
は
、
「
現
在
」
と
「
過
去
」

と
の
間
の
「
尽
き
る
こ
と
を
知
ら
ぬ
対
話
」
の
な
か
で
、
来
る
べ
き
「
未
来
」
が
語
ら
れ
る
も
っ
と
も
典
型
的
な
「
歴
史
」
に
ほ
か
な
ら
な
い
こ
と
を
強

調
す
る
。
こ
こ
に
明
治
維
新
観
の
研
究
の
現
代
的
意
義
が
あ
る
。

な
お
、
本
書
に
は
「
付
論
」
と
し
て
「
大
正
期
に
お
け
る
ひ
と
つ
の
明
治
維
新
観
」
と
題
す
る
大
庭
桐
公
の
維
新
論
覚
書
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

以
上
が
、
本
書
の
構
成
と
そ
の
内
容
で
あ
る
。
評
者
ば
必
要
以
上
の
枚
数
を
本
書
の
紹
介
に
使
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
な
く
し
て
は
、

本
書
の
充
実
し
た
内
容
と
見
事
な
展
開
方
法
を
伝
え
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
、
と
判
断
し
た
か
ら
な
の
で
あ
る
。
周
到
激
密
な
注
も
、
本
書
の
深
み
を
増

し
て
い
る
。

明
治
維
新
論
と
い
え
ば
、
通
例
わ
れ
わ
れ
は
「
講
座
派
」
と
「
労
農
派
」
の
間
で
激
し
く
展
開
さ
れ
た
「
日
本
資
本
主
義
論
争
」
を
想
起
し
、
そ
こ
か

ら
出
発
し
よ
う
と
す
る
。
維
新
を

n
科
学
的
μ

に
把
握
し
よ
う
と
す
る
か
ぎ
り
、
そ
れ
を
避
け
て
は
通
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
を
ス
プ
リ
ン
グ
・
ボ

ー
ド
と
し
て
多
く
の
成
果
が
生
み
出
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
わ
れ
わ
れ
馴
染
の
「
客
観
的
真
理
」
と
し
て
の
明
治
維
新
論
に
先
立
つ
、
各
時
代
の

n
思

潮
μ

ま
た
は

n
共
同
主
観
性
u

と
し
て
の
明
治
維
新
観
を
真
正
面
か
ら
体
系
的
に
と
り
あ
げ
た
こ
と
、
維
新
観
が
同
時
に
各
時
代
の
現
代
論
で
あ
る
と
い

う
視
点
か
ら
、
各
時
代
に
お
い
て
、
近
代
日
本
の
出
発
点
た
る
明
治
維
新
を
ど
う
克
服
す
る
の
か
、
あ
る
い
は
完
成
す
る
の
か
と
い
う
人
々
の
問
題
意
識

と
営
為
を
体
系
的
に
展
開
し
た
こ
と
、
こ
れ
は
木
書
が
は
じ
め
て
な
し
と
げ
た
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

ま
た
、
と
も
す
れ
ば

n
無
色
透
明
u

な
資
・
史
料
と
し
て
の
み
扱
わ
れ
が
ち
な
諸
文
献
を
、
時
代
と
立
場
を
反
映
し
た
思
想
的
産
物
と
し
て
位
置
づ
け

て
い
る
こ
と
は
、
す
で
に
大
久
保
利
謙
氏
の
研
究
が
あ
る
と
は
い
え
、
改
め
て
評
者
の
反
省
を
せ
ま
る
も
の
で
あ
っ
た
。

疑
問
点
は
本
書
の
テ
l
マ
か
ら
は
ず
れ
た
周
辺
に
限
ら
れ
る
。
ま
ず
、
著
者
は
維
新
政
権
、
明
治
政
府
に
た
い
し
て
「
絶
対
主
義
」
と
い
う
概
念
の
使

用
を
慎
重
に
避
け
て
い
る
が
、
他
方
で
、
自
由
民
権
運
動
を
「
ブ
ル
ジ
ョ
ア
民
主
主
義
革
命
運
動
」
ハ
一
一
三
八
ペ
ー
ジ
)
と
み
て
い
る
。
明
治
維
新
は
、



日
本
の
ブ
ル
ジ
玄
ア
的
発
展
の
た
め
の
最
小
限
の

w
革
命
μ

的
措
置
を
と
っ
た

w
ブ
ル
ジ
ョ
ア
革
命
u

だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
(
デ
ル
ジ
ョ
ア
民
主
主
義

革
命
で
は
な
い
)
、
と
か
ね
が
ね
考
え
て
い
る
評
者
と
し
て
は
教
示
を
え
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
つ
ぎ
に
、
民
衆
と
民
権
運
動
〈
民
権
家
)
と
の
関
係
が

や
や
直
結
さ
れ
す
ぎ
で
は
な
い
か
(
第
三
章
、
五

0
ペ
ー
ジ
〉
。
評
者
は
か
つ
て
「
日
本
に
お
い
て
は
豪
農
層
(
士
族
)
の
知
識
人
と
底
辺
民
衆
と
の
聞

は
安
易
に
越
え
ら
れ
な
い
淵
を
も
っ
て
へ
だ
て
ら
れ
て
い
た
」
、
「
民
衆
に
と
っ
て
豪
農
は
彼
ら
の
指
導
者
で
あ
る
よ
り
も
む
し
ろ
支
配
者
で
あ
り
続
け

た
」
、
「
豪
農
的
民
権
運
動
の
下
層
に
は
、
意
識
的
・
思
想
的
主
体
と
し
て
の
広
汎
な
民
衆
の
世
界
が
展
開
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
て
、
殆
ど
の
民
権
思
想

家
た
ち
は
そ
れ
を
把
握
し
そ
れ
に
依
拠
す
る
こ
と
の
な
い
ま
ま
に
、
専
制
権
力
の
前
に
敗
北
し
、
や
が
て
そ
こ
に
吸
収
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
」
と
述

べ
た
こ
と
が
あ
る
(
「
転
換
期
民
衆
蜂
起
の
論
理
」
付
『
法
学
雑
誌
』
二
二
巻
四
号
、
昭
和
五
一
年
〉
。
民
権
運
動
(
民
権
家
)
は
必
ず
し
も
単
純
に
民

衆
を
代
表
し
て
い
る
と
は
い
え
な
い
の
で
は
な
い
か
。
さ
ら
に
い
え
ば
、
こ
の
民
衆
は
「
新
政
反
対
一
挨
」
の
過
程
で
「
解
放
令
反
対
騒
擾
」
を
ひ
き
お

こ
し
た
主
体
で
も
あ
る
こ
と
に
目
を
つ
ぶ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
こ
の
点
で
、
民
衆
の
政
治
的
主
体
化
と
と
も
に
そ
の
脆
弱
性
を
も
わ
れ
わ
れ
は
明
確

に
見
据
え
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
疑
問
点
は
、
本
書
の
テ
l
マ
の
周
辺
部
に
生
じ
た
も
の
で
あ
る
。
本
書
の
価
値
は
前
述
し
た
と
お
り
、
明
治
維
新
観
が
各
時
代
の

現
代
論
で
あ
る
、
と
の
観
点
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
時
期
の
維
新
観
を
は
じ
め
て
体
系
的
に
見
事
な
展
開
方
法
で
開
示
し
た
こ
と
に
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
明

治
維
新
観
は
、
現
在
に
お
い
て
も
依
然
と
し
て
現
代
論
た
る
意
義
を
失
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
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